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(2)  将来の学校のあり方に関する基本的な考え方 参考資料

●学校規模に関する参考資料：スライド１～７

・柏市が目指すこれからの学校教育・子ども像 ：スライド１
・児童生徒数推計（全体） ：スライド２
・児童生徒数推計（地域別） ：スライド３
・学校規模の変化 ：スライド４
・児童生徒数推計（学校別） ：スライド５，６
・学校規模に関する他自治体例 ：スライド７

●学校配置・通学距離に関する参考資料：スライド８～１７

・各校の最長通学距離・通学区域図 ：スライド８
・通学距離に関する他自治体例 ：スライド９～１３
・自転車通学を認めている柏市立学校及び条件 ：スライド１４
・通学距離・通学時間に関する各種調査・研究
結果の例 ：スライド１５

・地域別学校カルテ ：スライド１６，１７
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※Volatility: 変動性 Uncertainty: 不確実性
Complexity: 複雑性 Ambiguity: 曖昧性

背 景

柏市でも…
人口減少 少子高齢化社会の到来
学校施設の老朽化
長期欠席や特別支援に係る児童生徒増加
子どもの相対的貧困率約１割

※第2次柏市教育振興計画

未来につなぐ柏の教育

～学び続ける力の育成，多様性の
尊重，安全･安心な学校づくり～

子どもに身に付けさせたい力
“４つのC”

※市内小･中学校の目指す子ども像（ R5 ）分析

※凡例
青字 名詞
赤字 動詞
緑字 形容詞

Well-Being実現の
ための重要な要素

“自己肯定感”

※出典 画像は「第４次教育振興基本計画」リーフレット

図 日本社会に根差したウェルビーイングのイメージ

【参考資料】柏市が目指すこれからの学校教育 ～柏市が目指す子ども像～

第３回審議会

振り返り

柏市が目指す子ども像 （仮）“自己肯定感を高めながら 未来を切り拓くかしわのこ”

予測困難な時代の中で，心身ともに健康で，知性と感性に富み，自己肯定を高めながら人間性豊かに成長し，
様々な課題を主体的かつ協働的に解決できる柏の子ども

子どもたちが身に付ける資質･能力 “４つの C”

① 見通す力(Concept)

② 挑戦する力(Challenge)

③ 関わり合う力(Communication)

④ 自律する力(Control)
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第１回審議会

振り返り

▶小学校児童数・中学校生徒数ともに
将来にわたり大幅に減少する見込み

【参考資料】児童生徒数推計（全体）
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第１回審議会

振り返り

【参考資料】児童生徒数推計（地域別）

出典：柏市人口ビジョン（令和5年10月）をもとに作成
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中学校小学校

「現在」から「20年後」の学級数の変化

▶ 北部・中央部で増加が見込まれる一方，南部や東部で減少が見込まれる

10学級以上増加

4～9学級以上増加

4～9学級以上減少

10学級以上減少

【凡例】

第１回審議会

振り返り

【参考資料】学校規模の変化
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【参考資料】児童生徒数推計（学校別）（現在～２０年後）

【北部】 【中央】

【凡例】

（小・中共通）２５学級以上

（小）７～１１学級，（中）４～11学級

（小）６学級以下，（中）３学級以下

上段：児童生徒数
下段：普通学級数
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【参考資料】児童生徒数推計（学校別）（現在～２０年後）

【凡例】

（小・中共通）２５学級以上

（小）７～１１学級，（中）４～11学級

（小）６学級以下，（中）３学級以下

【南部】 【沼南】

上段：児童生徒数
下段：普通学級数
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▶多くの自治体では，国の基準を踏まえ「12～18」，「12～24」に設定

八王子市（東京都）

【過小規模校】 小学校：～5学級，中学校：～2学級以下

【小規模校】 小学校：6～11学級，中学校：3～11学級

【標準規模校】 小中学校共通：12～24学級

【大規模校】 小中学校共通：25～30学級

【過大規模校】 小中学校共通：31学級以上

船橋市（千葉県）

佐世保市（長崎県）

町田市（東京都）

【参考資料】学校規模に関する他自治体例

相模原市（神奈川県）

規模 過小規模校 望ましい規模 過大規模校

小学校 １１学級以下
１８～２４学級

（学年３～４学級）
３１学級以上

中学校 ５学級以下
１５～２１学級

（学年５～７学級）
３１学級以上

仙台市（宮城県）

札幌市（北海道）

① 規模を細かく設定している自治体例

② 国の基準と異なる設定をしている自治体例

③ 上限の設定がない自治体例

習志野市（千葉県）

（出典：習志野市立小・中学校の適正規模・適正配置
に関する基本方針）

適正規模
小・中学校ともに、1 学年に複数の学
級がある学校規模

（出典：仙台市立小・中学校の一定規模確保に向けた
方針及び過大規模校化への対応方針）

一定規模
の基準

小学校：１２学級以上が必要
（各学年でクラス替えができる）

中学校：９学級以上が必要
（クラス替えに加え，教員配置を考慮）

適正な
学校規模

小学校：１８～２４学級（１学年３～４学級）
少なくとも１２学級以上（１学年２学級以上）

中学校：１２～１８学級（１学年４～６学級）
少なくとも６学級以上（１学年２学級以上）

（出典：札幌市立小中学校の学校規模の適正化に関する
基本方針）（出典：町田市立学校の適正規模・適正配置の基本的な考え方）

（出典：相模原市立小中学校の望ましい学校規模のあり方に関する基本方針）

（出典：船橋市立小・中学校の学校規模・学校配置に関する基本方針）

（出典：佐世保市学校再編基本方針）

（出典：市立小・中学校の適正配置に関する基本方針）



8

柏市立小中学校通学区域図

▶市立小中学校における「最長通学距離」は下のとおり

■ 小学生：４ｋｍ以内
■ 中学生：６ｋｍ以内

※通学時間は「おおむね1時間以内」

※文部科学省「公立小学校・中学校の適
正規模・適正配置等に関する手引き（平
成27年1月27日）」より

【国が示す通学距離の基準】

全校ともに国が示す基準内の通学距離ではあるものの，昨今の夏場の猛暑や台風等の気象状況の

変化を踏まえ，子ども達にとって「安全」かつ「過度な負担とならない」対策が必要と認識

No. 学校名 No. 学校名

1 柏第一小学校 2.30 km 1 柏中学校 1.40 km

2 柏第二小学校 2.50 km 2 柏第二中学校 2.50 km

3 柏第三小学校 1.10 km 3 土中学校 2.00 km

4 柏第四小学校 3.00 km 4 富勢中学校 2.60 km

5 柏第五小学校 2.50 km 5 田中中学校 4.00 km

6 柏第六小学校 2.50 km 6 光ケ丘中学校 2.70 km

7 光ケ丘小学校 2.00 km 7 柏第三中学校 2.00 km

8 土小学校 1.45 km 8 柏第四中学校 2.70 km

9 富勢小学校 3.40 km 9 南部中学校 2.10 km

10 田中小学校 2.50 km 10 柏第五中学校 2.70 km

11 田中北小学校 3.00 km 11 酒井根中学校 2.00 km

12 土南部小学校 2.10 km 12 西原中学校 3.30 km

13 柏第七小学校 1.30 km 13 逆井中学校 2.60 km

14 柏第八小学校 1.30 km 14 松葉中学校 1.50 km

15 酒井根小学校 1.30 km 15 中原中学校 2.40 km

16 西原小学校 1.20 km 16 豊四季中学校 1.80 km

17 旭小学校 1.00 km 17 風早中学校 5.00 km

18 藤心小学校 2.00 km 18 手賀中学校 4.80 km

19 中原小学校 1.85 km 19 大津ケ丘中学校 4.20 km

20 酒井根西小学校 2.00 km 20 高柳中学校 2.50 km

21 高田小学校 1.20 km 21 柏の葉中学校 1.80 km

22 名戸ヶ谷小学校 1.90 km 2.70 km

23 増尾西小学校 2.50 km

24 逆井小学校 2.00 km

25 富勢東小学校 1.80 km

26 豊小学校 1.50 km

27 酒井根東小学校 2.00 km

28 旭東小学校 1.00 km

29 松葉第一小学校 1.80 km

30 花野井小学校 1.50 km

31 松葉第二小学校 1.50 km

32 富勢西小学校 3.00 km

33 十余二小学校 1.30 km

34 風早南部小学校 2.10 km

35 風早北部小学校 2.50 km

36 手賀西小学校 3.80 km

37 手賀東小学校 2.50 km

38 高柳小学校 1.80 km

39 大津ケ丘第一小学校 1.50 km

40 大津ケ丘第二小学校 1.50 km

41 高柳西小学校 1.10 km

42 柏の葉小学校 1.90 km

1.95 km１校あたり平均

最長通学距離最長通学距離

１校あたり平均

3.40 km

第２回審議会振り返り

【参考：小学校低学年児童の通学時間実地調査結果】
❖ 小学校低学年が2km歩くのに約29分を要する
❖ 小学校低学年は大人よりも約1.2倍の時間を要する

富勢小学校

(柏市調査結果)

【参考資料】各校の最長通学距離・通学区域図
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■ 千葉県内の他自治体における通学基準の例

自治体名 通学距離基準・目安

流山市
【小学校】おおむね２ｋｍ以内

【中学校】おおむね３ｋｍ以内

印西市

【小学校】おおむね４ｋｍ以内

【中学校】おおむね６ｋｍ以内

※通学時間は「おおむね１時間以内」

船橋市

【小学校】おおむね３ｋｍ以内

【中学校】おおむね４ｋｍ以内

※通学時間は１時間を超える想定がないこ

とを理由に設定しない

市川市
【小学校】おおむね４ｋｍ以内

【中学校】おおむね６ｋｍ以内

柏市

【小学校】おおむね４ｋｍ以内

【中学校】おおむね６ｋｍ以内

※通学時間は「おおむね１時間以内とし，

児童生徒の負担軽減のため，極力，４０分

以内を目指す」

【国の基準】 ～公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引(平成27年)～

① 通学距離 ■ 小学校：おおむね４ｋｍ以内

■ 中学校：おおむね６ｋｍ以内

※義務教育学校は関係法令により中学校と同様「おおむね６ｋｍ以内」と規定

② 通学時間 ■ おおむね１時間以内

① 他の自治体の通学距離の基準・目安
■ 千葉県外の他自治体における通学基準の例（国の基準以外の基準としている例）

自治体名 通学距離基準・目安 根拠・理由

東京都府中市
【小学校】おおむね２ｋｍ以内
【中学校】おおむね４ｋｍ以内

・安全性や防犯性
・小学校低学年に対する負担軽減
・学校設置状況
（小：2.3 km，中：3.5 km）

東京都町田市
※小中学校共通

おおむね２ｋｍ以内
おおむね３０分程度

・安全性
・負担軽減

福島県喜多方市

【小学校】おおむね２ｋｍ
【中学校】おおむね６ｋｍ
※通学時間は小中学校ともに

おおむね４０分以内

・児童生徒の負担軽減
（文科省調査研究結果に基づく）

福岡県北九州市
※統合後の学校
※小中学校共通

おおむね３ｋｍ以内

・安全性
・児童生徒の負担軽減

静岡市藤沢市
【小学校】おおむね２ｋｍ以内
【中学校】おおむね３ｋｍ以内

・負担軽減
・生活への影響

(各市の適正配置等に関する方針等より)

(各市の適正配置等に関する方針等より)

【参考資料】通学距離に関する他自治体例
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自治体 白井市（千葉県） 君津市（千葉県） 富津市（千葉県）

人口 62,671人（令和５年11月末現在） 80,448人（令和５年11月末現在） 41,182人（令和５年11月末現在）

学校数 小学校９校 中学校６校 小学校12校 中学校７校 小学校８校 中学校３校

運営
形態

• バス事業者への運行業務委託（車両も含めた
全業務）

• 民間事業者に運行業務委託 • 民間事業者（羽田空港交通）に専用スクール
バスの運行業務を委託

• 民間の事業者がバスを所有・調達。

地域
概要

• 千葉県の北西部に位置し，都心や成田空港ま
でのアクセスの良く，東京ベッドタウンとし
て千葉ニュータウンとともに発展した自治体

• 房総半島のほぼ中央部に位置し，北西部は東
京湾に面している自治体

• 市域は内陸部の東部・南部が広大で，県内第
2位の面積を有する

• 東京湾に面する房総半島南部の自治体
• スクールバスを導入したのは天羽地域

経緯
・
沿革

• 八街市の通学路での事故を受けて，通学路の
安全対策として令和4年4月より試行導入

• 交通量の多い国道１６号，歩道が狭い，路側
帯がない木下街道・風間街道を通学路として
いる学校が対象
(導入校：白井第一小学校、白井第二小学校）

• 令和6年度から正式に運行することを決定

• 学校統合に伴う通学区域の見直しにより，通
学区域が広範囲になった児童生徒に対し，通
学基準（小学校が概ね4km以内、中学校が概ね
6km以内または通学時間が概ね60分以内）を超
える児童生徒の通学手段として，小中学校５
校でスクールバスを運行
（計24台）

• 令和2年4月に実施された小・中学校の再配置
により大佐和地区及び天羽地区において，ス
クールバスの運行開始

• 11路線の内2路線（山中線，関豊線）で市民混
乗が可能

コスト等

• 試行運行時は，事業費 3,311万円≪１台あた
り平均約600万円≫。

• 令和6年度から令和10年度まで 24,072万円予
定（※年間約4,800万円）

• 運行委託費として，令和4年度予算額：2億
5,300万円

• 自治体が事業者に業務委託料を支払っている。
行政負担額：約１億円（令和3年度）。

利用者
負担
・
対象
範囲

【試行運行時】
• 利用基準：道路が狭く，路側帯がない，交通
量が多い等，通学距離の目安1.5キロ程度

• 白井第一小学校：マイクロバス 2台（2路線
運行）朝夕2便 乗車対象者数 35人

• 白井第二小学校：マイクロバス 3台（2路線
運行）朝夕2便 乗車対象者 63名

• 利用者負担：無料

• 周東中学校、上総小櫃中学校、清和小学校、
小糸小学校、上総小学校で運行（朝1便、夕2
便（計画時））

• スクルーバスの運行状況を確認できるアプリ
を導入

• 利用者負担：無料
• スクールバスの日中の空き時間を活用した実
証運行「こいっとバス」を運行。買い物や通
院などで利用可能

• 利用者負担：無料。
• 大佐和中学校，天羽中学校、天羽小学校、環
小学校の遠距離の児童生徒が対象。

• 登下校の便は一部路線を除き，朝夕2便ずつ。
登校時は，児童生徒が乗車する便は固定され
ていない。下校時は教職員が当日の便乗者の
確認を行う。

• 山中路線及び関豊路線の朝2便は，環小学校ま
で住民混乗運行。住民から運賃は徴収しない。

出典：各自治体ホームページ及び聞き取り結果等をもとに作成

ア 千葉県内自治体の導入事例

② 他の自治体のスクールバスの運行状況等

【参考資料】通学距離に関する他自治体例
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イ 県外自治体の導入事例

自治体 旭川市（北海道） ※中核市 日光市（栃木県） 春日部市（埼玉県）

人口 320,436人（令和6年1月1日現在） 76,488人（令和5年12月1日現在） 230,742人（令和5年12月1日現在）

学校数 小学校51校 中学校26校 小学校23校 中学校15校 小学校22校 中学校11校 義務教育学校1校

運営
形態

• 「直営」のスクールバスと「事業委託」によ
るタクシー及びマイクロバスを運行

• 混合型。自治体所有の直営の専用スクール
バスと民間委託の専用スクールバスを運営

• 教育委員会がバスを管理

• 民間事業者に運行業務委託

地域
概要

• 北海道のほぼ中央に位置する雄大な大雪山連
峰を抱える自治体。年間の寒暖差，昼夜の寒
暖差がともに大きい

• 複数の市町村が合併し，山間部や平野部な
ど，多様な地形を含む広域の自治体

• 埼玉県の東部に位置し，南北東西に国道・鉄道
があり，都心への交通アクセスが良い

経緯
・
沿革

• 学校統廃合により通学距離が延伸した児童生
徒の通学手段を確保するため運行

• 令和3年度時点で，9小学校と7中学校を対象に
運行

• 昭和38（1963）年や昭和48（1973）年の廃
校に伴い，順次スクールバスを導入

• 平成18（2006）年にスクールバスの利用対
象地域を拡大

• 平成18（2006）年に近隣町村と合併

• 平成31年度の江戸川小中学校の開校（富多小学
校，宝珠花小学校，江戸川中学校を統合し江戸
川中学校の場所に開校）に伴い，通学する学区
内の児童の通学距離が延長されることから，登
下校時における児童の安心安全を確保するため
スクールバスを導入

• スクールバスの対象は小学生で，中学生は徒歩
または自転車通学

コスト等

• 令和3年度時点で，利用者総数は95人で，合計
事業費は約4,000万円

• 利用者は小学校6校の152名と中学校4校の40
名

• 運営費用は直営10台が約1,606万円、委託１
台が約330万円

・令和元年度予算額 1,596万円

利用者
負担
・
対象
範囲

• 利用者負担：スクールバス利用は無料
• 対象範囲：
●閉校になった小中学校の旧通学区域内に

居住する児童又は生徒であること
●自宅と在学する学校との間の通常の合理的

な公道の片道の経路の距離が2km以上の児童
又は3km以上の生徒であること

※上記理由以外で身体面，健康上の理由等の
事由があり，運行経路の変更や定員に余剰
がある場合，特例乗車を認めることがある

• 利用者負担：無料
• 利用対象者は，「日光市スクールバス運行
条例」で定められた対象地区の児童生徒

• 乗車対象者：春日部市立江戸川小中学校区内に
居住している前期課程1年生から6年生（距離制
限なし）

• 4ルート（宝珠花2ルート 富多2ルート）
• 各ルート 登校時1便 下校時3便
• バス乗降場所：バスの乗降場所は概ね自宅から
300ｍを目安になるよう設置

• マイクロバス2台を運行

② 他の自治体のスクールバスの運行状況等

【参考資料】通学距離に関する他自治体例
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イ 県外自治体の導入事例

② 他の自治体のスクールバスの運行状況等

★ この他，中核市を含め多くの自治体で運行実績あり

（主な運行要件は「学校の統廃合により通学距離が延伸した場合」）

出典：各自治体ホームページ及び聞き取り結果等をもとに作成

自治体

人口

学校数 小学校9校 中学校4校 小学校16校 中学校4校 小学校17校
中学校8校

地域概要

経緯・沿革

利用者負担

・

対象範囲

117,581人（令和6年5月1日）

つくばみらい市（茨城県） 中央区（東京都） 鴻巣市（埼玉県）

183,257人（令和6年5月1日現在）

・過大規模校化が進む月島地域から，区内の特認校へ

児童を送迎するスクールバスを運行

・利用者負担なし

・月島駅より城東小まで2.5km，常盤小まで3.5km，

阪本小まで2.1km

・年度途中の申請の場合，利用できない場合あり

・利用者数に応じて運行ルートや使用車両等を変更

・早帰り時等の対応は保護者が行う

・鴻巣中央小学校及び下忍小学校から直線距離

で2kmを超える区域から通学する児童を対象に

スクールバスを運行

・統合等により再編した小学校の通学上の安全

を確保するため，計2台（27人乗り1台，45人乗

り1台）を運行

・埼玉県の県央部に位置する市で，東京の住宅

衛星都市としての性格を持つ。

・市西部を荒川が流れており，中央部は大宮台

地に位置し標高差が少ない

51,299人（令和6年5月1日現在）

・県南に位置する市で東京都心から約40kmに位

置する。常磐自動車道の開通や平成17年のつく

ばエクスプレスの開業により，ベッドタウンと

しての側面を色濃く持つようになる

・都区部の中央部に位置し，西隣の千代田区や港区と

ともに東京の「都心3区」の一角をなす。銀座，日本

橋といった繁華街・商業地・オフィス街を擁し，マン

ションも多い

・利用者負担なし

・学校が指定する通学路をとおり，2.5km以上の

距離がある小学校児童

・2.5km未満であるが，通学路において特に危険

があると認められる小学校児童

・統合により再編した小学校の通学上の安全

や，遠距離通学を強いられる家庭の経済的負担

軽減のために令和2年度より運行

・その他，交通機関（路線バス，コミュニティ

バス）の利用料の助成を実施

【参考資料】通学距離に関する他自治体例
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③ 他の自治体のスクールバス以外の通学支援事例

★ この他，中核市を含め多くの自治体で通学費の補助等の事例あり
出典：各自治体ホームページ及び聞き取り結果等をもとに作成

自治体 対象 概要

日光市（栃木県）
公共交通機関による通学者ならびに，小学校4km中学校6km以上の遠
距離通学者への，通学費補助制度を導入。
スクールバス利用者は対象外。

公共交通機関を利用（小学校まで片道4km未満・中学校まで片道
6km未満を含む⇒世帯の年間の定期券購入代より36,000円を補助）
徒歩・自転車・自家用車の送迎等（小学校まで片道4km以上・中学
校まで片道km以上⇒1人あたり月額1,000円の補助）

八王子市（東京都）
通学距離が2km以上で，交通機関等を利用する児童・生徒に通学費
を補助。

通学距離２km以上で，身体的理由又は通学の安全確保のために公
共交通機関を使用する場合，通学定期相当額の３分の２を補助。

三浦市（神奈川県） 指定の地域を対象に，バスの定期券購入費を補助。
遠距離通学のため公共交通機関（京急バス）を利用し，小学校へ
通っている児童の保護者様を対象に，バスの定期券購入費の2分の
1に相当する額を補助。

朝来市（兵庫県）

指定の地域を対象に，JR定期券の支給または，自転車通学助成金を
支給。
（例：竹田下町～和田山中学校 5km 定期券）
（例：生野新町～生野中学校 3km 自転車）

一定の地区を対象として，JR定期券，自転車通学費助成金が支給
される。JR定期券は，学校を通じて支給され，自転車通学費助成
金は，対象地区の生徒の保護者に対して一律20,000円を支給。

北広島市（北海道）
遠距離（2km以上）のため交通機関を利用して通学している北広島
市立小学校及び中学校の児童及び生徒の保護者に対して，バス通学
または自家用車通学に補助。

バス通学定期券の半額補助。自家用車でしか通学できない地域の，
通学距離2km以上の児童または3km以上の生徒に対して，1000～
1400円/月を支給。

庄原市（広島県）

スクールバス対象外の通学距離4km以上の児童生徒に対して，小学
生はバスおよび鉄道の通学定期相当額，または自家用車通学に対し
て補助。中学生はバス及び鉄道の通学定期相当額，または自転車通
学に対して補助。

バスまたは鉄道の通学用定期券相当額を，小学生の自家用車の場
合には固定額（例：4～6km・600円/月），中学生の自転車通学に
も補助（例：4～6km・500円/月）を支給。

鹿児島市（鹿児島県）
自宅から学校までの距離が，小学校は4km以上，中学校は6km以上の
場合に対象。

交通安全等の観点から，公共交通機関を利用して通学する児童・
生徒の保護者に対して，交通費の2分の1を補助

あさごし

しょうばらし

【参考資料】通学距離に関する他自治体例
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学校名 条件
通学条件に

ヘルメット着用あり
学校指定の
ヘルメット

自転車
通学者数

全生徒数 割合(%)

1 柏二中 通学路が２Ｋｍ以上 ○ × 93 863 10.8 

2 富勢中 学校が定める範囲 ○ × 41 505 8.1 

3 田中中 通学路が２Ｋｍ以上 ○ × 39 617 6.3 

4 光ケ丘中 通学路が３Ｋｍ以上 ○ × 51 584 8.7 

5 柏五中 直線距離で１．３Ｋｍ以上 ○ × 170 607 28.0 

6 酒井根中 学区外かつ２Ｋｍ以上 ○ × 16 667 2.4 

7 西原中 通学路が２Ｋｍ以上 ○ × 224 492 45.5 

8 逆井中 通学路が２Ｋｍ以上 ○ × 134 615 21.8 

9 中原中 通学路が２Ｋｍ以上 ○ × 134 426 31.5 

10 風早中 風早南部小学区の生徒，風早中学区以外の生徒 ○ × 127 311 40.8 

11 手賀中 通学路が２Ｋｍ以上 ○ × 73 107 68.2 

12 大津ケ丘中 手賀の杜１～３丁目（その他例外は管理職と相談） ○ ○(※)
（白のスタンダードタイプ）

200 589 34.0 

13 高柳中 高柳西小学区の生徒 ○ × 175 558 31.4 

(※)令和６年度から指定なしとする予定 (各校へのヒアリングにより把握)

【参考資料】自転車通学を認めている柏市立学校及び条件（令和５年５月時点）
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ア 【小学校】通学時間と通学のストレス感

（文部科学省新教育システム開発プログラム事業 通学制限に係わる
児童生徒の心身の負担に関わる調査研究(平成19年度)）

ウ 市立小学校低学年の通学時間調査

イ 自転車速度

（国土交通省による高松市での調査結果(平成21年))

【参考資料】通学距離・通学時間に関する各種調査・研究結果の例
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▶「将来の学校のあり方」を検討するため，学校や地域の情報を中学校区別に「カルテ」としてまとめる

【対象校】
・学校名
・住所
・敷地，延床面積
・建築年度，年数
・現児童生徒数，学級数

【学校の沿革】
・沿革

【教育目標】
・学校教育目標

【学校別児童生徒数推計】
・20年前から20年後まで
の児童生徒数，学級数
推計

【配置状況・地域状況・
学区状況】

・地域の概要
・学区の状況
・通学距離，通学時間の
目安

・危険箇所の例
・小学校ごとの進学先の
割合

表面

【参考資料】地域別学校カルテ
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【参考資料】地域別学校カルテ

裏面

【周辺施設・周辺状況】
・周辺地域の用途区域
・施設の配置

【地域状況】
・人口増減率
・将来人口推計
・施設分類ごとの保有
面積

【建物情報】
・学校の構造，階数
・延床面積，校地面積
・建築年度，築年数


